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高
齢
者
の
交
通
死
亡
事
故
で

　
　
最
も
多
い
ケ
ー
ス
は…

　
　
　
　道
路
横
断
中
で
す
。

①
確
認
し
な
い
ま
ま
で
渡
る
。

②
左
を
見
な
い
ま
ま
渡
る
。

横
断
中
の
七
割
が
左
か
ら
の
車
と

ぶ
つ
か
っ
て
い
る
。

③
信
号
を
無
視
し
て
渡
る
。

④
駐
車
し
て
い
る
車
の
直
前
直
後
を
渡
る
。

⑤
道
路
を
斜
め
に
横
断
す
る
。

⑥
横
断
歩
道
以
外
を
渡
る
。

⑦
夕
暮
れ
時
、
夜
間
に
反
射
材
を
付
け
て

い
な
い
。

⑧
油
断
大
敵
!

　
自
宅
近
く
が

　
一
番
危
な
い
!

高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
交
通
事
故

①
慎
重
な
運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
自
分
の
身
体
機
能
を
過
信
せ
ず

　
慎
重
な
運
転
を

②
右
左
折
時
や
交
差
点
で
は

　
安
全
確
認
を
！

★
室
　内

　
扇
風
機
や
エ
ア
コ
ン
を
適
切
に
使
用

し
て
、
室
温
を
調
整
す
る
こ
と
。

★
外
出
時

　
日
傘
や
帽
子
の
着
用
、
日
陰
を
利
用

し
、
こ
ま
め
な
休
憩
を
と
る
。
日
中
の

外
出
を
避
け
る
。

★
か
ら
だ
の
蓄
熱
を
避
け
る
た
め
に

•

通
気
性
の
良
い
衣
服
の
着
用

•

保
冷
剤
・
氷
・
冷
た
い
タ
オ
ル
な
ど
で

体
を
冷
や
す
。

★
こ
ま
め
に
水
分
を
補
給
す
る

　
室
内
で
も
外
出
時
も
、
の
ど
の
渇
き

を
感
じ
な
く
て
も
こ
ま
め
な
水
分
補
給
、

経
口
補
水
液
等
、
塩
分
等
も
含
ん
で
補

給
す
る
。

熱
中
症
の
症
状

〇
め
ま
い
、
立
ち
く
ら
み
、

　
手
足
の
し
び
れ
、
筋
肉
の

　
こ
む
ら
返
り
、
気
分
が
悪
い
。

〇
頭
痛
、
吐
き
気
、
嘔
吐
、
倦
怠
感
。

〇
返
事
が
お
か
し
い
、
意
識
消
失
、

　
け
い
れ
ん
、
体
が
熱
い
。

熱
中
症
予
防

高
齢
者
の
安
全
・
安
心

　
令
和
８
年
度
の
安
全
標
語
の
募
集
を
し

ま
す
。

〇
ひ
と
り
３
作
品
ま
で

　
（
会
員
ま
た
は
ご
家
族
）
　

〇
令
和
８
年
７
月
22
日
ま
で
に
事
務
所
へ

持
参
さ
れ
る
か
、
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
提

出
く
だ
さ
い
。

安
全
標
語
の
募
集
の
ご
案
内

7 月 27 日(月)
8 月 27 日(木)
9 月 25 日(金)

10 月 27 日(火)
11 月 27 日(金)
12 月 25 日(金)
1 月 27 日(水)
2 月 26 日(金)
3 月 26 日(金)

●
配
分
金
の

　支
払
い
予
定
日

7 月 28 日(火)
8 月 28 日(金)
9 月 28 日(月)

10 月 27 日(火)
11 月 27 日(金)
12 月 25 日(金)
1 月 28 日(木)
2 月 26 日(金)
3 月 29 日(月)

●
入
会
説
明
会
の
予
定

　
お
知
り
あ
い
の
方
、
ご
近
所
の
方
に
ご

紹
介
く
だ
さ
い
。
午
後
１
時
30
分
か
ら
当

セ
ン
タ
ー
２
階
研
修
室
で
開
催
し
ま
す
。
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　佐
伯
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、

会
員
が
就
業
中
に
傷
害
な
ど
を
被
っ
た
場

合
に
補
償
を
行
う
た
め
民
間
の
保
険
に
加

入
し
て
い
ま
す
。
補
償
内
容
は
下
表
の
と

お
り
で
、
以
下
の
場
合
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

•

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
提
供
し
た

仕
事
に
従
事
中
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
主
催
ま
た
は
指
定
す
る
講
習
会
、

理
事
会
、
各
種
運
営
会
議
の
出
席
中

•

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
主
催
す
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
中

※

仕
事
場
所
、
会
場
等
と
住
居
の
往
復
中

仕
事
場
所
間
の
移
動
中
を
含
み
ま
す
。

ま
た
、
請
負
、
派
遣
業
務
と
も
に
対
象

と
な
り
ま
す
。

保
険
金
額
と
保
険
料

　今
年
度
の
契
約
内
容
は
以
下
の
表
の
と

お
り
で
す
。
登
録
会
員
全
員
が
被
保
険
者

と
な
り
ま
す
が
、
一
人
当
た
り
保
険
料
二

千
十
円
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が

団
体
傷
害
保
険
に
つ
い
て

　登
録
会
員
が
業
務
の
遂
行
中
に
他
人
の

身
体
や
財
物
に
損
害
を
与
え
た
場
合
な
ど

に
、
賠
償
債
務
を
補
償
す
る
た
め
の
保
険

に
加
入
し
て
い
ま
す
。

保
険
給
付
の
内
容（
最
高
限
度
額
）

対
人
賠
償
　一
名
に
つ
き
三
千
万
円

（
一
事
故
・
保
険
期
間
中
一
億
円
限
度
）

対
物
賠
償
　一
事
故
に
つ
き
一
千
万
円

（
保
険
期
間
中
）

　

【
免
責
金
額
】

　
今
年
度
は
、
賠
償
金
額
の
う
ち
10
万

円
が
免
責
金
額
と
な
り
、
事
故
を
起
こ

し
た
会
員
の
負
担
額
は
表
の
と
お
り
と

な
り
ま
す
。

【
保
険
料
】

　
保
険
料
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
が
一
括
し
て
支
払
い
ま
す
の
で
、

会
員
に
別
途
負
担
を
求
め
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

※

万
が
一
に
備
え
る
た
め
保
険
加
入
し

て
い
ま
す
が
、
事
故
が
無
い
に
越
し

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら

も
安
全
就
業
に
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　【
対
物
賠
償
の
発
生
事
例
】

　
草
刈
作
業
に
従
事
中
、
不
注
意
に
よ

り
電
線
・
石
跳
ね
に
よ
り
建
物
や
車
両

の
窓
ガ
ラ
ス
を
破
損
し
た
事
例
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

賠
償
責
任
保
険
に
つ
い
て

事務局からの
お知らせ①
事務局からの
お知らせ①

一
括
し
て
支
払
い
、
会
員
に
別
途
負
担

を
求
め
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

保険の種類

死亡保険金

後遺障害保険金

入院保険金日額

手術保険金

通院保険金日額

500万円

20万円～500万円

１日4,500円

22,500円 又は
45,000円

１日3,000円

保険金額

事故の日からその日を含めて180日以内に死亡された場合

事故の日からその日を含めて180日以内に後遺障害が生じ
た場合
事故日から180日以内で、そのケガが原因で医師の指示に
基づき入院した場合（180日限度）

入院保険金が支払われる場合で、所定の手術を受けた場合

事故日から180日以内で、そのケガが原因で医師の指示に
基づき通院した場合（90日限度）

保険給付対象

熱中症危険担保特約　有　年間保険料（１人当たり　2,010円）

事故損害額

１万円以下

１万円を超え
３万円以下

３万円を超え
10万円以下

全額

１万円

30%
（但し、１万円
　以下は１万円）

会員負担額 シルバー
負担額

なし

残額

残額

理
事
長
あ
い
さ
つ

理
事
長
あ
い
さ
つ

下

　川

　
　健

　（２）

　
本
日
の
総
会
に
ご
足
労
戴
き
ま
し
た
会

員
の
皆
様
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　
ご
多
忙
の
中
、
ご
臨
席
を
賜
り
ま
し
た

来
賓
の
皆
様
方
に
は
、
平
素
の
ご
支
援
を

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
恐
縮
で
ご
ざ

い
ま
す
が
、
今
後
と
も
お
力
添
え
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
一
年
、
理
事
・
監
事
、
職
員
、
会

員
各
位
の
ご
協
力
の
下
で
、
職
責
を
無
事

に
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
心
よ
り

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
佐
伯
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
は
、

現
在
３
３
４
人
の
会
員
さ
ん
が
在
籍
さ
れ

て
い
ま
す
。
多
方
面
の
就
業
が
、
地
域
へ

の
貢
献
と
い
う
大
き
な
価
値
を
産
み
出
し

て
い
ま
す
。
集
団
が
大
き
く
な
れ
ば
、
貢

献
度
は
更
に
大
き
く
な
り
、
新
し
い
価
値

観
も
生
ま
れ
ま
す
。
身
近
に
働
く
意
欲
の

あ
る
方
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、
入
会
の
お

声
掛
け
を
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。
セ
ン
タ
ー
と
し
て
も
、
働
き
が
い
の

あ
る
環
境
づ
く
り
に
励
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
就
労
に
は
ス
ト
レ
ス
が
伴
い
ま
す
が
、

良
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ダ
イ
ヤ
高
齢
社

会
研
究
財
団
が
、
高
齢
者
の
フ
レ
イ
ル
発

生
リ
ス
ク
を
、
二
年
間
追
跡
研
究
し
た
結

果
、
健
康
効
果
と
い
う
利
点
が
あ
る
こ
と

を
、
昨
年
末
に
公
表
し
ま
し
た
。

　
フ
レ
イ
ル
発
症
は
、
健
康
生
活
が
送
れ

る
か
ど
う
か
の
分
か
れ
目
と
考
え
て
く
だ

さ
い
。
全
国
各
地
の
シ
ル
バ
ー
会
員
さ
ん

と
、
会
員
以
外
の
高
齢
者
さ
ん
を
比
べ
た

結
果
、
フ
レ
イ
ル
発
症
率
は
、
シ
ル
バ
ー

会
員
さ
ん
が
、
34
％
低
か
っ
た
と
い
う
こ

と
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
に
は
、
仕
事
を
通
じ
た
社
会
参
加

に
よ
り
、
一
つ
は
、
孤
独
感
や
ウ
ツ
の
リ

ス
ク
の
軽
減
、
も
う
一
つ
は
、
頭
を
使
い

な
が
ら
、
適
度
な
運
動
を
伴
う
作
業
が
、

認
知
症
予
防
な
ど
の
「
精
神
、
心
理
面
の

効
果
」
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
い
う
考
察
が
な
さ
れ
て
ま
す
。
働
く

　
令
和
８
年
度
定
時
総
会
が
佐
伯
市
保

健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
和
楽
に
お
い
て
、

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
下
川
健
理
事
長
の

あ
い
さ
つ
の
後
、
ご
来
賓
と
し
て
市
長

代
理
の
山
本
商
工
振
興
課
長
に
よ
り
ご

祝
辞
が
代
読
さ
れ
、
佐
伯
市
議
会
議
長

塩
月
健
治
様
、
大
分
県
議
会
議
員
成
迫

健
児
様
、
佐
伯
公
共
職
業
安
定
所
長
加

藤
育
朗
様
か
ら
ご
祝
辞
を
頂
き
、
メ
ッ

セ
ー
ジ
２
通
、
祝
電
１
通
が
披
露
さ
れ

た
後
、
議
長
に
大
友
健
太
郎
様
を
選
出

し
議
事
に
入
り
ま
し
た
。
審
議
の
結
果
、

全
議
案
が
承
認
さ
れ
、
終
了
し
ま
し
た
。
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令
和
８
年
度 

定
時
総
会 

開
催

か
ら
、
元
気
で
健
康
を
保
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
皆
様
に
は
、
疲

労
は
溜
め
ず
に
、
安
全
に
心
が
け
て
、
健

康
寿
命
を
延
ば
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
次
に
、
昨
年
は
猛
暑
の
影
響
も
あ
っ
て

か
、
事
故
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
今
年
も

酷
暑
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
ど
う
か
作

業
前
後
の
安
全
確
認
と
、
熱
中
症
対
策
に

気
を
付
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
番
危
険
を
知
っ
て
い
る
の
は
現
場
の
皆

さ
ん
で
す
の
で
、
判
断
を
信
頼
し
ま
す
。

　
本
日
の
総
会
は
、
四
件
の
議
題
と
三
件

の
報
告
が
ご
ざ
い
ま
す
。
ご
審
議
を
賜
り

ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
地
域
班
の
班

長
並
び
に
関
係
者
の
皆
様
、
本
総
会
の
会

場
設
営
に
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
皆
様
方
の
今

後
の
ご
活
躍
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
日
は
、
佐
伯
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
定
時
総
会
に
お
招
き
い
た
だ
き
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
佐
伯
市
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
皆
様
に
は
、
日

頃
よ
り
多
岐
に
わ
た
る
活
動
を
通
じ
て
、

佐
伯
市
長
祝
辞

代
読 

山
本
商
工
振
興
課
長

会場の様子

下川健理事長
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結
び
に
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

益
々
の
ご
発
展
と
、
本
日
ご
列
席
の
皆
様

の
今
後
の
ご
健
勝
、
ご
多
幸
を
心
よ
り
祈

念
申
し
上
げ
、
私
の
祝
辞
と
い
た
し
ま
す
。

　
本
日
は
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

高
齢
者
雇
用
の
支
援
と
地
域
の
発
展
に
多

大
な
る
貢
献
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ

と
に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
下

川
理
事
長
様
を
は
じ
め
、
多
く
の
会
員
の

皆
様
、
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
携
わ
る
関
係

者
の
皆
様
の
ご
尽
力
に
深
く
敬
意
を
表
し

ま
す
。

　
佐
伯
市
は
、
少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進

展
し
て
お
り
、
本
年
４
月
末
時
点
で
の
高

齢
化
率
は
42
・
75
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
地
域
社
会
の
担
い
手

不
足
、
そ
し
て
高
齢
者
の
皆
様
が
安
心
し

て
働
き
続
け
ら
れ
る
環
境
の
整
備
は
、
喫

緊
の
課
題
で
あ
り
ま
す
。そ
の
よ
う
な
中
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
皆
様
は
、
長

年
に
わ
た
り
培
っ
て
こ
ら
れ
た
知
識
、
経

験
、そ
し
て
技
術
を
活
か
し
、地
域
の
様
々

な
分
野
で
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
皆
様
の

献
身
的
な
ご
活
躍
が
、
地
域
に
温
か
い
心

の
通
い
合
い
を
生
み
出
し
、
多
世
代
が
支

え
合
う
「
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
力
強

く
推
進
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
、

深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　
佐
伯
市
と
し
ま
し
て
も
、
高
齢
者
の
皆

様
が
地
域
で
安
心
し
て
、
そ
し
て
生
き
が

い
を
持
っ
て
活
躍
で
き
る
社
会
の
実
現
に

向
け
、
セ
ン
タ
ー
の
皆
様
と
と
も
に
取
り

組
み
、
よ
り
良
い
地
域
社
会
を
築
き
上
げ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
引
き
続
き
、

皆
様
の
温
か
い
ご
理
解
・
ご
協
力
を
心
よ

り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
皆
様
、
こ
ん
に
ち
は
。

　
本
日
は
、
こ
の
よ
う
に
盛
大
に
令
和
８

年
度
佐
伯
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
定

時
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
こ
と
、
心
よ
り

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
日
頃
よ
り
、
本
市
の
地
域
社
会

の
発
展
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
、

佐
伯
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
皆
様

に
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
本
市
に
お
き
ま
し
て
も
、
少
子

高
齢
化
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
ま
す
。
人

生
百
年
時
代
と
言
わ
れ
る
現
代
に
お
い
て
、

高
齢
者
の
皆
様
が
、
健
康
で
、
生
き
が
い

を
持
ち
、
そ
し
て
何
よ
り
も
地
域
社
会
に

貢
献
で
き
る
、
そ
の
よ
う
な
環
境
を
整
備

し
て
い
く
こ
と
は
、
私
た
ち
自
治
体
に

と
っ
て
、
極
め
て
重
要
な
責
務
で
あ
り

ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
佐
伯
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
は
、
ま
さ
に
、
こ
の
時
代
の

要
請
に
応
え
る
、
地
域
に
根
差
し
た
、
な

く
て
は
な
ら
な
い
存
在
で
あ
り
ま
す
。

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
皆
様
が
掲

げ
て
お
ら
れ
ま
す
「
自
主
・
自
立
、
共
働
・

共
助
」
の
理
念
は
、
大
変
素
晴
ら
し
い
も

の
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
理
念
は
、
高
齢
者
が
単
に
労
働
力

を
提
供
す
る
だ
け
で
な
く
、
社
会
と
の
つ

な
が
り
を
維
持
し
、
心
身
の
健
康
を
保
ち
、

さ
ら
に
は
、
地
域
社
会
に
活
気
を
も
た
ら

す
と
い
う
、
多
角
的
な
効
果
を
生
み
出
し

て
お
り
ま
す
。

　
会
員
の
皆
様
が
、
こ
れ
ま
で
の
豊
富
な

経
験
や
知
識
、
そ
し
て
培
っ
て
こ
ら
れ
た

技
術
を
活
か
し
、
地
域
の
清
掃
活
動
、
子

ど
も
の
見
守
り
、
軽
作
業
の
お
手
伝
い
な

ど
、
多
岐
に
わ
た
る
分
野
で
ご
活
躍
さ
れ

て
い
る
こ
と
は
、
地
域
住
民
に
と
っ
て
、

大
変
心
強
く
、
ま
た
、
あ
り
が
た
い
こ
と

で
あ
り
ま
す
。

　
皆
様
の
活
動
は
、
地
域
社
会
の
維
持
・

発
展
に
不
可
欠
な
、
ま
さ
に
「
縁
の
下
の

力
持
ち
」
で
あ
り
、
そ
の
ご
貢
献
に
、
改

め
て
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　
ま
た
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、

原
則
六
十
歳
以
上
の
高
齢
者
で
、
働
く
意

欲
と
能
力
が
あ
り
、
セ
ン
タ
ー
の
趣
旨
に

賛
同
す
る
方
で
あ
れ
ば
、
ど
な
た
で
も
会

員
と
な
れ
る
、
地
域
に
開
か
れ
た
組
織
で

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
年
齢
に
関
わ
ら
ず
、

誰
も
が
社
会
と
の
接
点
を
持
ち
続
け
ら
れ

る
、
希
望
に
満
ち
た
場
を
提
供
し
て
く
だ

さ
っ
て
い
る
証
で
あ
り
ま
す
。

　
佐
伯
市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
皆

様
の
活
動
が
よ
り
一
層
充
実
し
、
地
域
社

会
に
貢
献
で
き
る
よ
う
、
で
き
る
限
り
の

支
援
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
佐
伯
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
益
々
の
ご
発
展
と
参
集

の
皆
様
の
ご
健
勝
・
ご
活
躍
を
祈
念

い
た
し
ま
し
て
、
私
の
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
本
日
は
、
誠
に
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

佐
伯
市
議
会
議
長
祝
辞

塩
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　治
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シ
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セ
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展
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勝
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上
げ
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す
。
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齢
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献
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携
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。
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伯
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子
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齢
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進
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齢
化
率
は
42
・
75
％
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、
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で
も
会
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と
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る
、
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に
開
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た
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で

あ
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こ
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は
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年
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に
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ず
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も
が
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を
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　佐
伯
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、

会
員
が
就
業
中
に
傷
害
な
ど
を
被
っ
た
場

合
に
補
償
を
行
う
た
め
民
間
の
保
険
に
加

入
し
て
い
ま
す
。
補
償
内
容
は
下
表
の
と

お
り
で
、
以
下
の
場
合
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

•

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
提
供
し
た

仕
事
に
従
事
中
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
主
催
ま
た
は
指
定
す
る
講
習
会
、

理
事
会
、
各
種
運
営
会
議
の
出
席
中

•

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
主
催
す
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
中

※

仕
事
場
所
、
会
場
等
と
住
居
の
往
復
中

仕
事
場
所
間
の
移
動
中
を
含
み
ま
す
。

ま
た
、
請
負
、
派
遣
業
務
と
も
に
対
象

と
な
り
ま
す
。

保
険
金
額
と
保
険
料

　今
年
度
の
契
約
内
容
は
以
下
の
表
の
と

お
り
で
す
。
登
録
会
員
全
員
が
被
保
険
者

と
な
り
ま
す
が
、
一
人
当
た
り
保
険
料
二

千
十
円
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が

団
体
傷
害
保
険
に
つ
い
て

　登
録
会
員
が
業
務
の
遂
行
中
に
他
人
の

身
体
や
財
物
に
損
害
を
与
え
た
場
合
な
ど

に
、
賠
償
債
務
を
補
償
す
る
た
め
の
保
険

に
加
入
し
て
い
ま
す
。

保
険
給
付
の
内
容（
最
高
限
度
額
）

対
人
賠
償
　一
名
に
つ
き
三
千
万
円

（
一
事
故
・
保
険
期
間
中
一
億
円
限
度
）

対
物
賠
償
　一
事
故
に
つ
き
一
千
万
円

（
保
険
期
間
中
）

　

【
免
責
金
額
】

　
今
年
度
は
、
賠
償
金
額
の
う
ち
10
万

円
が
免
責
金
額
と
な
り
、
事
故
を
起
こ

し
た
会
員
の
負
担
額
は
表
の
と
お
り
と

な
り
ま
す
。

【
保
険
料
】

　
保
険
料
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
が
一
括
し
て
支
払
い
ま
す
の
で
、

会
員
に
別
途
負
担
を
求
め
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

※

万
が
一
に
備
え
る
た
め
保
険
加
入
し

て
い
ま
す
が
、
事
故
が
無
い
に
越
し

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら

も
安
全
就
業
に
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　【
対
物
賠
償
の
発
生
事
例
】

　
草
刈
作
業
に
従
事
中
、
不
注
意
に
よ

り
電
線
・
石
跳
ね
に
よ
り
建
物
や
車
両

の
窓
ガ
ラ
ス
を
破
損
し
た
事
例
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

賠
償
責
任
保
険
に
つ
い
て

事務局からの
お知らせ①
事務局からの
お知らせ①

一
括
し
て
支
払
い
、
会
員
に
別
途
負
担

を
求
め
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

保険の種類

死亡保険金

後遺障害保険金

入院保険金日額

手術保険金

通院保険金日額

500万円

20万円～500万円

１日4,500円

22,500円 又は
45,000円

１日3,000円

保険金額

事故の日からその日を含めて180日以内に死亡された場合

事故の日からその日を含めて180日以内に後遺障害が生じ
た場合
事故日から180日以内で、そのケガが原因で医師の指示に
基づき入院した場合（180日限度）

入院保険金が支払われる場合で、所定の手術を受けた場合

事故日から180日以内で、そのケガが原因で医師の指示に
基づき通院した場合（90日限度）

保険給付対象

熱中症危険担保特約　有　年間保険料（１人当たり　2,010円）

事故損害額

１万円以下

１万円を超え
３万円以下

３万円を超え
10万円以下

全額

１万円

30%
（但し、１万円
　以下は１万円）

会員負担額 シルバー
負担額

なし

残額

残額

理
事
長
あ
い
さ
つ

理
事
長
あ
い
さ
つ

下

　川

　
　健

　（２）

　
本
日
の
総
会
に
ご
足
労
戴
き
ま
し
た
会

員
の
皆
様
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　
ご
多
忙
の
中
、
ご
臨
席
を
賜
り
ま
し
た

来
賓
の
皆
様
方
に
は
、
平
素
の
ご
支
援
を

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
恐
縮
で
ご
ざ

い
ま
す
が
、
今
後
と
も
お
力
添
え
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
一
年
、
理
事
・
監
事
、
職
員
、
会

員
各
位
の
ご
協
力
の
下
で
、
職
責
を
無
事

に
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
心
よ
り

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
佐
伯
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
は
、

現
在
３
３
４
人
の
会
員
さ
ん
が
在
籍
さ
れ

て
い
ま
す
。
多
方
面
の
就
業
が
、
地
域
へ

の
貢
献
と
い
う
大
き
な
価
値
を
産
み
出
し

て
い
ま
す
。
集
団
が
大
き
く
な
れ
ば
、
貢

献
度
は
更
に
大
き
く
な
り
、
新
し
い
価
値

観
も
生
ま
れ
ま
す
。
身
近
に
働
く
意
欲
の

あ
る
方
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、
入
会
の
お

声
掛
け
を
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。
セ
ン
タ
ー
と
し
て
も
、
働
き
が
い
の

あ
る
環
境
づ
く
り
に
励
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
就
労
に
は
ス
ト
レ
ス
が
伴
い
ま
す
が
、

良
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ダ
イ
ヤ
高
齢
社

会
研
究
財
団
が
、
高
齢
者
の
フ
レ
イ
ル
発

生
リ
ス
ク
を
、
二
年
間
追
跡
研
究
し
た
結

果
、
健
康
効
果
と
い
う
利
点
が
あ
る
こ
と

を
、
昨
年
末
に
公
表
し
ま
し
た
。

　
フ
レ
イ
ル
発
症
は
、
健
康
生
活
が
送
れ

る
か
ど
う
か
の
分
か
れ
目
と
考
え
て
く
だ

さ
い
。
全
国
各
地
の
シ
ル
バ
ー
会
員
さ
ん

と
、
会
員
以
外
の
高
齢
者
さ
ん
を
比
べ
た

結
果
、
フ
レ
イ
ル
発
症
率
は
、
シ
ル
バ
ー

会
員
さ
ん
が
、
34
％
低
か
っ
た
と
い
う
こ

と
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
に
は
、
仕
事
を
通
じ
た
社
会
参
加

に
よ
り
、
一
つ
は
、
孤
独
感
や
ウ
ツ
の
リ

ス
ク
の
軽
減
、
も
う
一
つ
は
、
頭
を
使
い

な
が
ら
、
適
度
な
運
動
を
伴
う
作
業
が
、

認
知
症
予
防
な
ど
の
「
精
神
、
心
理
面
の

効
果
」
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
い
う
考
察
が
な
さ
れ
て
ま
す
。
働
く

　
令
和
８
年
度
定
時
総
会
が
佐
伯
市
保

健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
和
楽
に
お
い
て
、

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
下
川
健
理
事
長
の

あ
い
さ
つ
の
後
、
ご
来
賓
と
し
て
市
長

代
理
の
山
本
商
工
振
興
課
長
に
よ
り
ご

祝
辞
が
代
読
さ
れ
、
佐
伯
市
議
会
議
長

塩
月
健
治
様
、
大
分
県
議
会
議
員
成
迫

健
児
様
、
佐
伯
公
共
職
業
安
定
所
長
加

藤
育
朗
様
か
ら
ご
祝
辞
を
頂
き
、
メ
ッ

セ
ー
ジ
２
通
、
祝
電
１
通
が
披
露
さ
れ

た
後
、
議
長
に
大
友
健
太
郎
様
を
選
出

し
議
事
に
入
り
ま
し
た
。
審
議
の
結
果
、

全
議
案
が
承
認
さ
れ
、
終
了
し
ま
し
た
。
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令
和
８
年
度 

定
時
総
会 

開
催

か
ら
、
元
気
で
健
康
を
保
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
皆
様
に
は
、
疲

労
は
溜
め
ず
に
、
安
全
に
心
が
け
て
、
健

康
寿
命
を
延
ば
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
次
に
、
昨
年
は
猛
暑
の
影
響
も
あ
っ
て

か
、
事
故
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
今
年
も

酷
暑
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
ど
う
か
作

業
前
後
の
安
全
確
認
と
、
熱
中
症
対
策
に

気
を
付
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
番
危
険
を
知
っ
て
い
る
の
は
現
場
の
皆

さ
ん
で
す
の
で
、
判
断
を
信
頼
し
ま
す
。

　
本
日
の
総
会
は
、
四
件
の
議
題
と
三
件

の
報
告
が
ご
ざ
い
ま
す
。
ご
審
議
を
賜
り

ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
地
域
班
の
班

長
並
び
に
関
係
者
の
皆
様
、
本
総
会
の
会

場
設
営
に
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
皆
様
方
の
今

後
の
ご
活
躍
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
日
は
、
佐
伯
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
定
時
総
会
に
お
招
き
い
た
だ
き
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
佐
伯
市
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
皆
様
に
は
、
日

頃
よ
り
多
岐
に
わ
た
る
活
動
を
通
じ
て
、

佐
伯
市
長
祝
辞

代
読 

山
本
商
工
振
興
課
長

会場の様子

下川健理事長
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高
齢
者
の
交
通
死
亡
事
故
で

　
　
最
も
多
い
ケ
ー
ス
は…

　
　
　
　道
路
横
断
中
で
す
。

①
確
認
し
な
い
ま
ま
で
渡
る
。

②
左
を
見
な
い
ま
ま
渡
る
。

横
断
中
の
七
割
が
左
か
ら
の
車
と

ぶ
つ
か
っ
て
い
る
。

③
信
号
を
無
視
し
て
渡
る
。

④
駐
車
し
て
い
る
車
の
直
前
直
後
を
渡
る
。

⑤
道
路
を
斜
め
に
横
断
す
る
。

⑥
横
断
歩
道
以
外
を
渡
る
。

⑦
夕
暮
れ
時
、
夜
間
に
反
射
材
を
付
け
て

い
な
い
。

⑧
油
断
大
敵
!

　
自
宅
近
く
が

　
一
番
危
な
い
!

高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
交
通
事
故

①
慎
重
な
運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
自
分
の
身
体
機
能
を
過
信
せ
ず

　
慎
重
な
運
転
を

②
右
左
折
時
や
交
差
点
で
は

　
安
全
確
認
を
！

★
室
　内

　
扇
風
機
や
エ
ア
コ
ン
を
適
切
に
使
用

し
て
、
室
温
を
調
整
す
る
こ
と
。

★
外
出
時

　
日
傘
や
帽
子
の
着
用
、
日
陰
を
利
用

し
、
こ
ま
め
な
休
憩
を
と
る
。
日
中
の

外
出
を
避
け
る
。

★
か
ら
だ
の
蓄
熱
を
避
け
る
た
め
に

•

通
気
性
の
良
い
衣
服
の
着
用

•

保
冷
剤
・
氷
・
冷
た
い
タ
オ
ル
な
ど
で

体
を
冷
や
す
。

★
こ
ま
め
に
水
分
を
補
給
す
る

　
室
内
で
も
外
出
時
も
、
の
ど
の
渇
き

を
感
じ
な
く
て
も
こ
ま
め
な
水
分
補
給
、

経
口
補
水
液
等
、
塩
分
等
も
含
ん
で
補

給
す
る
。

熱
中
症
の
症
状

〇
め
ま
い
、
立
ち
く
ら
み
、

　
手
足
の
し
び
れ
、
筋
肉
の

　
こ
む
ら
返
り
、
気
分
が
悪
い
。

〇
頭
痛
、
吐
き
気
、
嘔
吐
、
倦
怠
感
。

〇
返
事
が
お
か
し
い
、
意
識
消
失
、

　
け
い
れ
ん
、
体
が
熱
い
。

熱
中
症
予
防

高
齢
者
の
安
全
・
安
心

　
令
和
８
年
度
の
安
全
標
語
の
募
集
を
し

ま
す
。

〇
ひ
と
り
３
作
品
ま
で

　
（
会
員
ま
た
は
ご
家
族
）
　

〇
令
和
８
年
７
月
22
日
ま
で
に
事
務
所
へ

持
参
さ
れ
る
か
、
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
提

出
く
だ
さ
い
。

安
全
標
語
の
募
集
の
ご
案
内

7 月 27 日(月)
8 月 27 日(木)
9 月 25 日(金)

10 月 27 日(火)
11 月 27 日(金)
12 月 25 日(金)
1 月 27 日(水)
2 月 26 日(金)
3 月 26 日(金)

●
配
分
金
の

　支
払
い
予
定
日

7 月 28 日(火)
8 月 28 日(金)
9 月 28 日(月)

10 月 27 日(火)
11 月 27 日(金)
12 月 25 日(金)
1 月 28 日(木)
2 月 26 日(金)
3 月 29 日(月)

●
入
会
説
明
会
の
予
定

　
お
知
り
あ
い
の
方
、
ご
近
所
の
方
に
ご

紹
介
く
だ
さ
い
。
午
後
１
時
30
分
か
ら
当

セ
ン
タ
ー
２
階
研
修
室
で
開
催
し
ま
す
。


